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高
尾
亮
雄
、
伝
記
上
の
修
正
い
く
つ
か
『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
人
名
事
典
』
刊
行
を
機
に
堀
田
穣
は
じ
め
に
『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
人
名
事
典
』
が
二
〇
一
三
年
十
月
、
ひ
つ
じ
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
六
五
〇
頁
を
越
え
る
大
冊
で
、
も
ち
ろ
ん
高
尾
亮
雄
に
つ
い
て
の
記
述
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
尾
の
名
は
、
彼
自
身
の
記
述
に
ば
か
り
で
な
く
、
十
二
名
の
記
事
に
現
れ
て
来
る
の
だ
。
岩
橋
武
夫
、
北
村
兼
子
、
熊
谷
鉄
太
郎
、
小
林
卯
三
郎
、
高
瀬
嘉
男
、
富
井
荘
雄
、
中
原
脩
司
、
難
波
金
之
助
、
藤
間
常
太
郎
、
古
屋
登
代
子
、
森
本
二
泉
、
和
田
達
源
が
そ
の
十
二
名
で
あ
る
。
中
原
脩
司
は
京
都
の
運
動
の
中
心
に
な
り
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
図
書
や
雑
誌
tem
po
を
刊
行
。
岡
山
の
難
波
金
之
助
は
一
九
二
三
年
第
十
回
日
本
大
会
を
初
め
て
首
都
圏
以
外
で
開
催
。
広
島
の
森
本
二
泉
は
経
営
す
る
み
ど
り
幼
稚
園
を
拠
点
に
普
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及
活
動
。
岩
橋
武
夫
と
熊
谷
鉄
太
郎
は
盲
人
運
動
の
指
導
者
に
。
辻
利
助
は
大
阪
市
立
盲
学
校
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
講
師
を
務
め
た
。
藤
間
常
太
郎
は
『
日
本
国
際
語
思
想
史
』
で
一
九
四
一
年
の
小
坂
賞
を
受
賞
し
、
戦
後
も
『
近
代
日
本
に
お
け
る
国
際
語
思
想
の
展
開
』
を
著
作
。
こ
の
よ
う
に
高
尾
の
影
響
は
広
く
、
偉
大
な
「
種
ま
く
人
」
で
あ
っ
た
。(峰
芳
隆
、
二
〇
一
三
)
と
は
、
こ
の
事
典
の
監
修
者
峰
芳
隆
の
「
種
を
ま
い
た
人
び
と
」
と
い
う
文
章
か
ら
の
言
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
峰
が
挙
げ
た
辻
利
助
が
、『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
人
名
事
典
』
の
索
引
か
ら
落
ち
て
い
る
。
本
文
に
は
「
高
尾
亮
雄
の
援
助
で
少
国
民
新
聞
社
の
校
正
係
」
と
ち
ゃ
ん
と
高
尾
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
辻
を
入
れ
る
と
実
に
十
三
名
に
も
な
る
の
だ
。
二
葉
亭
四
迷
に
始
ま
っ
て
、
黒
岩
涙
香
、
柳
田
国
男
、
高
村
光
太
郎
、
出
口
王
仁
三
郎
、
手
塚
治
虫
等
々
か
ら
梅
棹
忠
夫
に
い
た
る
エ
ス
ぺ
ラ
ン
ト
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
の
歴
史
は
、
社
会
主
義
運
動
史
と
も
ま
た
か
な
り
違
う
、
も
う
一
つ
の
近
代
史
と
い
え
る
相
貌
を
持
っ
て
い
る
。
長
年
の
研
究
が
こ
の
よ
う
な
形
で
実
っ
た
の
は
慶
賀
す
べ
き
だ
が
、
高
尾
亮
雄
に
つ
い
て
は
、
伝
記
上
の
新
事
実
も
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
を
機
会
に
断
片
的
で
は
あ
れ
、
気
が
つ
い
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。
一
、
死
亡
年
月
日
の
問
題
高
尾
亮
雄
の
死
亡
年
月
日
は
、
事
典
で
は
一
九
六
四
(昭
和
三
九
)年
八
月
十
二
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
行
す
る
『
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典
』
(一
九
九
七
)の
記
述
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(以
後
、『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
人
名
事
典
』
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を
『
エ
ス
事
典
』、『
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典
』
を
『
社
会
運
動
事
典
』
と
略
称
)。『
社
会
運
動
事
典
』
の
高
尾
の
項
の
筆
者
は
武
内
善
信
で
、
そ
の
論
文
「
高
尾
楓
蔭
小
論
│
初
期
社
会
主
義
と
お
伽
芝
居
│
」
(一
九
九
六
)で
は
、
そ
の
日
付
の
根
拠
を
堀
田
の
「
高
尾
亮
雄
と
そ
の
仕
事
」
(一
九
九
一
)と
し
て
い
た
。
拙
論
の
典
拠
は
、
そ
こ
に
も
記
し
た
よ
う
に
『
日
本
口
演
童
話
史
』
「
大
阪
府
」
の
金
津
正
格
・
藤
野
福
雄
の
以
下
の
記
述
で
あ
る
。
戦
後
相
当
期
間
別
府
に
隱
屯
。
や
が
て
思
い
出
深
い
大
阪
に
移
り
、
大
阪
市
生
野
区
東
福
寺
別
院
の
一
隅
に
身
を
ひ
そ
ま
せ
て
い
た
が
、
の
ち
大
阪
府
立
養
老
院
に
送
り
こ
ま
れ
、
昭
和
三
九
年
八
月
一
二
日
、
九
一
才
(一
八
七
九
│
一
九
六
四
)で
こ
の
世
を
去
る
。
(内
山
憲
尚
、
一
九
七
二
、
二
七
二
頁
)
こ
れ
し
か
、
明
確
に
死
亡
の
年
月
日
を
記
述
し
た
史
料
が
な
か
っ
た
の
で
、
八
月
十
二
日
(水
曜
日
)と
い
う
日
付
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、『
日
本
口
演
童
話
史
』
に
つ
い
て
は
、
口
演
童
話
研
究
の
一
環
と
し
て
人
名
索
引
を
作
成
し
て
い
く
過
程
で
、
相
当
あ
や
ふ
や
な
部
分
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
、
か
な
り
批
判
的
に
見
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
関
係
の
資
料
を
読
ん
で
い
て
、
高
尾
の
死
亡
を
八
月
十
四
日
(金
曜
日
)と
書
い
て
あ
る
記
事
を
見
つ
け
た
の
だ
。高
尾
亮
雄
氏
が
な
く
な
ら
れ
た
ら
し
い
と
き
い
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
事
実
で
し
た
。
一
〇
年
前
か
ら
み
よ
り
も
な
く
東
福
寺
大
阪
別
院
に
寄
食
し
て
い
ら
れ
た
が
昭
和
39
年
8
月
5
日
、
富
田
林
市
の
老
人
ホ
ー
ム
柳
生
苑
に
移
り
、
同
14
日
死
去
高尾亮雄、伝記上の修正いくつか
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れ
た
よ
し
、
老
衰
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
(奥
村
林
蔵
)
(奥
村
林
蔵
、
一
九
六
五
)
(財
)日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
に
よ
る
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
LA
R
E
V
U
O
O
R
IE
N
T
A
』
誌
、
第
三
十
三
年
第
六
号
、
一
九
六
五
(昭
和
四
〇
)年
六
月
一
日
発
行
の
「
ひ
・
ろ
・
ば
」
欄
、
十
七
頁
で
の
奥
村
林
蔵
署
名
の
小
報
で
あ
る
。『
エ
ス
事
典
』
の
高
尾
の
項
の
協
力
者
に
奥
村
林
蔵
氏
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
事
情
を
承
知
し
た
上
で
八
月
十
二
日
の
ま
ま
動
か
さ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、『
日
本
口
演
童
話
史
』
よ
り
も
信
用
で
き
そ
う
な
記
事
な
の
で
あ
る
。
柳
生
苑
に
は
書
面
で
問
い
合
わ
せ
た
が
、
返
答
は
な
か
っ
た
。
八
月
五
日
に
移
さ
れ
、
十
四
日
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
っ
た
十
日
間
程
し
か
居
な
か
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
老
人
の
記
録
が
、
戦
後
の
混
乱
期
は
過
ぎ
て
い
た
と
は
い
え
、
ど
れ
だ
け
残
っ
て
い
る
か
、
と
考
え
る
と
そ
れ
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
。
著
作
権
で
す
ら
五
十
年
で
切
れ
る
の
だ
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
法
と
い
う
よ
う
な
縛
り
は
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
い
う
縛
り
も
担
当
者
の
頭
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
、
家
族
の
問
題
晩
年
の
高
尾
は
一
九
五
三
(昭
和
二
八
)年
前
後
三
年
程
を
、
古
屋
登
代
子
と
別
府
で
暮
ら
し
て
い
た
(堀
田
、
二
〇
一
二
)こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
身
寄
り
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
『
日
本
口
演
童
話
史
』「
大
阪
府
」「
1
．
大
阪
お
伽
倶
楽
部
」
の
記
述
の
仕
方
で
信
用
な
ら
な
い
の
は
、
元
に
な
っ
た
資
料
の
典
拠
を
示
さ
ず
に
借
用
し
て
い
る
点
が
多
々
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
高
尾
の
風
貌
の
描
写
が
あ
る
。
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こ
の
子
供
会
(大
阪
三
越
…
…
引
用
者
)の
と
き
、
毎
回
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
が
高
尾
亮
雄
(た
か
お
・
あ
き
お
、
号
を
楓
蔭
、
朝
日
新
聞
社
入
社
前
)で
、
大
本
教
信
者
の
よ
う
に
当
時
流
行
し
た
ら
し
い
長
髪
、
黒
洋
服
に
縞
ズ
ボ
ン
、
黒
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
、
あ
い
さ
つ
の
合
い
間
に
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
に
し
た
長
髪
を
、
手
で
か
き
あ
げ
る
の
が
強
い
印
象
を
与
え
て
い
た
と
い
う
。
(内
山
憲
尚
、
一
九
七
二
、
二
七
〇
頁
)
「
〜
と
い
う
」
と
の
伝
聞
形
に
し
て
い
る
も
の
の
、『
日
本
口
演
童
話
史
』
で
は
何
を
根
拠
に
し
た
の
か
は
判
ら
な
い
。
次
の
引
用
と
比
較
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
狂
言
が
始
ま
る
前
に
、
子
供
新
年
会
の
挨
拶
を
す
る
の
が
、
高
尾
亮
雄
氏
で
あ
り
ま
し
た
。
大
正
末
期
に
流
行
し
た
大
本
教
信
徒
の
よ
う
な
長
髪
を
早
く
も
こ
の
時
代
に
彼
は
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
黒
洋
服
に
縞
ズ
ボ
ン
、
黒
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
、
言
葉
の
合
い
間
に
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
に
し
た
長
髪
を
、
手
で
か
き
上
げ
て
い
た
の
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
(永
見
克
也
、
一
九
六
九
、
三
八
頁
)
こ
れ
を
読
め
ば
、
船
場
の
会
『
船
場
』
第
五
号
、
一
九
六
九
(昭
和
四
四
)年
八
月
一
日
発
行
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
大
阪
三
越
と
高
尾
楓
蔭
」
と
い
う
永
見
克
也
の
文
章
を
、『
日
本
口
演
童
話
史
』
が
取
り
入
れ
て
い
る
の
は
明
確
だ
ろ
う
。
永
見
は
ま
さ
に
船
場
の
子
ど
も
時
代
、
三
越
の
子
供
会
に
参
加
し
た
子
ど
も
の
当
事
者
と
し
て
証
言
し
て
い
る
の
で
、
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
収
録
し
た
方
が
、
通
史
と
し
て
の
『
日
本
口
演
童
話
史
』
の
史
料
価
値
も
上
が
っ
た
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
高尾亮雄、伝記上の修正いくつか
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が
悔
や
ま
れ
る
。『
日
本
口
演
童
話
史
』
の
歴
史
意
識
が
問
わ
れ
る
所
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
永
見
克
也
は
こ
の
「
大
阪
三
越
と
高
尾
楓
蔭
」
の
中
で
、
高
尾
の
家
族
に
つ
い
て
の
数
少
な
い
記
述
を
残
し
て
い
る
の
だ
。
関
連
し
て
死
亡
の
こ
と
、
ま
た
こ
れ
も
あ
ま
り
他
の
資
料
で
は
見
ら
れ
な
い
、
高
尾
の
和
歌
や
俳
句
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
引
用
し
て
お
く
。
そ
の
後
彼
は
、
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
て
(正
式
社
員
で
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
)、
そ
の
頃
出
来
た
朝
日
会
館
の
運
営
な
ど
に
大
い
に
力
を
致
し
た
よ
う
で
す
が
、
戦
前
定
年
退
職
し
、
昭
和
四
十
年
河
北
の
養
老
院
で
八
十
才
位
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
朝
日
新
聞
社
の
北
岸
佑
吉
氏
に
寄
せ
ら
れ
た
、
昭
和
三
十
六
年
五
月
十
七
日
附
消
印
の
あ
る
、
喜
多
村
緑
郎
丈
が
亡
く
な
っ
た
時
の
便
り
を
こ
こ
に
収
録
し
て
、
彼
の
一
端
を
知
る
よ
す
が
に
し
て
欲
し
い
。
原
文
の
ま
ま
逝
い
た
喜
多
村
緑
郎
に
つ
い
て
の
ご
執
筆
、
友
人
と
し
て
厚
く
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
彼
は
親
友
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
の
先
輩
、
師
匠
に
も
あ
た
る
わ
け
で
す
。
緑
郎
丈
と
大
阪
浦
江
聖
天
さ
ん
の
蓮
池
に
遊
ん
で
〝
君
と
と
も
夜
を
徹
し
て
語
り
合
い
そ
の
暁
に
聞
く
花
は
ち
す
か
な
〝
亡
き
人
に
供
え
ま
つ
ら
ん
蓮
め
し
を
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│
た
か
お
あ
き
翁
│
近
詠
春
雷
や
ビ
ン
の
金
魚
は
ビ
ク
つ
か
ず
黒
椀
に
テ
ン
コ
盛
り
し
た
豆
の
飯
×
×
×
高
尾
氏
の
実
の
娘
さ
ん
が
名
古
屋
に
住
ん
で
い
ら
れ
る
と
か
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
住
所
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
現
在
こ
れ
以
上
の
事
を
同
氏
に
つ
い
て
書
け
な
い
の
が
残
念
で
す
。
(永
見
克
也
、
一
九
六
九
、
三
九
〜
四
〇
頁
)
喜
多
村
緑
郎
は
新
派
の
俳
優
。
一
八
九
六
(明
治
二
九
)年
大
阪
の
角
座
を
本
拠
に
高
田
実
、
秋
月
桂
太
郎
、
小
織
桂
一
郎
ら
と
「
成
美
団
」
を
結
成
し
、
壮
士
芝
居
の
演
技
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
劇
術
の
創
造
を
め
ざ
し
た
頃
に
、
お
伽
芝
居
を
し
て
い
た
高
尾
亮
雄
と
も
知
り
合
っ
た
の
だ
ろ
う
。
高
尾
亮
雄
「
お
伽
芝
居
『
う
か
れ
胡
弓
』
の
脚
本
を
記
録
し
て
お
く
に
就
て
」
(高
尾
亮
雄
、
一
九
二
九
)に
は
地
方
巡
業
に
出
た
高
尾
ら
の
お
伽
芝
居
劇
団
が
、
名
古
屋
、
千
歳
座
で
村
田
正
雄
、
秋
月
桂
太
郎
、
喜
多
村
緑
郎
を
楽
屋
に
尋
ね
て
公
演
の
援
助
を
受
け
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
(高
尾
・
堀
田
、
一
九
九
一
、
三
三
頁
)。
喜
多
村
に
は
大
部
の
『
喜
多
村
緑
郎
日
記
』
も
あ
る
の
で
、
一
度
高
尾
の
名
前
を
調
査
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
が
ま
だ
果
た
し
て
い
な
い
。
武
内
善
信
の
詳
細
な
お
伽
劇
団
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
名
古
屋
千
歳
座
で
の
お
伽
劇
団
の
公
演
は
、
一
九
〇
八
(明
治
四
一
)年
九
月
十
一
日
〜
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
(武
内
善
信
、
一
九
九
六
)
そ
し
て
高
尾
の
娘
が
名
古
屋
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
伝
聞
を
永
見
が
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
皆
目
わ
か
ら
な
い
が
、
高尾亮雄、伝記上の修正いくつか
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ま
た
、
ま
っ
た
く
別
の
所
か
ら
、
高
尾
の
家
族
に
つ
い
て
の
情
報
が
入
っ
て
来
た
。
高
尾
楓
蔭
未
亡
人
の
孤
影
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
ほ
ろ
り
昔
の
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
涙
を
さ
そ
う
お
話
│
こ
の
ほ
ど
、
箕
面
市
白
島
の
老
人
ホ
ー
ム
永
寿
園
を
訪
ね
た
同
市
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
藤
野
富
久
雄
さ
ん
が
、
同
ホ
ー
ム
に
収
容
さ
れ
て
い
る
当
年
九
十
才
の
高
齢
の
高
尾
か
ね
さ
ん
が
、
そ
の
昔
大
阪
の
お
伽
芝
居
や
、
新
聞
記
者
で
知
ら
れ
た
高
尾
楓
蔭
サ
ン
の
未
亡
人
と
わ
か
っ
た
。
毎
日
新
聞
に
関
係
の
あ
っ
た
当
時
の
藤
野
さ
ん
を
知
っ
て
い
た
未
亡
人
は
、
ト
ツ
ト
ツ
と
涙
の
思
い
出
話
で
数
時
間
を
過
し
た
と
の
こ
と
、
楓
蔭
サ
ン
は
七
十
年
前
大
阪
日
報
記
者
だ
っ
た
が
少
年
の
た
め
と
お
ト
ギ
芝
居
を
計
画
「
小
公
子
」
の
芝
居
を
中
之
島
公
会
堂
で
公
演
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
晩
年
ま
で
「
お
ト
ギ
の
オ
ジ
サ
ン
」
で
こ
ど
も
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
だ
っ
た
。
小
柄
で
ク
ー
ル
な
風
采
、
長
髪
を
蓄
わ
え
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
晩
年
は
大
阪
日
報
か
ら
朝
日
新
聞
事
業
団
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
。
楓
蔭
の
名
は
箕
面
有
馬
電
鉄
が
開
通
し
た
と
き
箕
面
駅
終
点
に
居
を
構
え
、
も
み
じ
を
愛
し
て
雅
号
に
し
た
も
の
。
(週
刊
北
摂
朝
日
、
一
九
七
二
)
灯
台
も
と
暗
し
、
と
は
こ
の
こ
と
で
、
二
〇
一
三
年
一
月
に
高
尾
亮
雄
に
つ
い
て
の
講
演
依
頼
を
受
け
た
際
、
箕
面
市
立
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
こ
の
記
事
を
提
供
さ
れ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
高
尾
は
箕
面
に
在
住
し
て
い
た
と
長
年
の
不
明
を
恥
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
思
い
出
話
の
内
容
の
記
録
が
残
っ
て
い
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
未
発
見
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
高
尾
亮
雄
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の
妻
が
高
尾
か
ね
と
い
う
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
れ
で
わ
か
る
。
ま
た
、
訪
ね
た
藤
野
冨
久
雄
と
い
う
の
は
、『
日
本
口
演
童
話
史
』「
大
阪
府
」
の
著
者
の
一
人
藤
野
福
雄
で
は
な
い
の
か
。
こ
れ
は
、
藤
野
は
何
と
し
て
で
も
ど
こ
か
に
発
表
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
切
歯
扼
腕
の
思
い
で
あ
る
。
三
、
生
い
立
ち
の
問
題
『
社
会
運
動
事
典
』『
エ
ス
事
典
』
に
共
通
の
生
年
月
日
の
一
八
七
九
年
二
月
二
十
一
日
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
の
資
料
も
持
た
ず
、
コ
メ
ン
ト
の
し
よ
う
が
な
い
。
そ
も
そ
も
生
ま
れ
育
ち
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
大
津
市
内
の
酒
屋
の
息
子
で
同
志
社
大
学
卒
業
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
幼
く
し
て
父
や
兄
と
死
別
し
、
母
親
に
育
て
ら
れ
る
。
十
五
歳
の
と
き
一
時
上
京
す
る
。
一
九
〇
〇
(明
治
三
三
)年
春
、
京
都
新
聞
の
通
信
員
と
し
て
半
年
ほ
ど
清
国
に
赴
く
。
(『
社
会
運
動
事
典
』、
一
九
九
七
)
滋
賀
／
同
志
社
／
号
楓
蔭
／
一
九
〇
〇
年
『
京
都
新
聞
』
通
信
員
と
し
て
清
国
へ
。
(『
エ
ス
事
典
』、
二
〇
一
三
)
武
内
は
踏
み
込
ん
で
、「
大
津
市
内
の
酒
屋
の
息
子
で
」
と
い
う
伝
聞
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
ま
た
調
査
を
要
す
る
文
章
を
手
元
に
持
っ
て
い
る
。
本
来
調
査
を
す
ま
せ
て
か
ら
公
表
す
べ
き
だ
ろ
う
が
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
う
ち
に
あ
れ
こ
れ
高尾亮雄、伝記上の修正いくつか
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失
っ
て
し
ま
う
の
で
、
誰
か
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
希
望
も
込
め
て
こ
こ
に
収
録
し
て
お
く
。
▲
チ
ト
手
前
味
噌
の
よ
う
な
の
で
す
け
れ
ど
、
回
顧
の
資
料
に
書
い
て
お
き
た
い
の
で
す
。
私
は
元
来
巌
谷
小
波
先
生
と
郷
を
同
じ
く
し
て
を
る
の
で
す
、
少
年
時
代
東
京
に
出
て
を
る
時
も
親
戚
に
当
る
あ
る
軍
医
の
家
へ
世
話
に
な
っ
て
を
っ
た
の
で
す
が
其
の
軍
医
は
故
一
六
翁
の
女
婿
な
の
で
小
波
先
生
と
は
兄
弟
に
な
る
訳
で
す
、
丁
度
宅
も
巌
谷
本
家
と
隣
合
っ
て
を
り
庭
か
ら
行
き
通
い
も
で
き
る
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
常
に
硯
友
社
の
人
達
と
も
馴
染
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
監
督
の
軍
医
と
い
う
の
は
私
が
文
学
カ
ブ
レ
に
な
り
は
し
ま
い
か
と
仲
々
や
か
ま
し
く
近
づ
け
さ
さ
な
か
っ
た
の
で
す
、
け
れ
ど
も
私
は
隠
れ
隠
れ
て
文
学
の
趣
味
に
憧
憬
し
て
、
と
う
と
う
後
に
至
っ
て
筆
で
飯
を
食
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
(高
尾
亮
雄
、
一
九
一
二
)
ま
ず
、
巌
谷
小
波
は
滋
賀
県
水
口
出
身
で
あ
る
か
ら
、
滋
賀
県
が
郷
里
と
い
う
の
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
巌
谷
一
六
の
女
婿
と
い
う
軍
医
と
い
う
の
が
誰
な
の
か
、
日
記
も
あ
り
、
研
究
も
さ
れ
て
い
る
か
ら
巌
谷
小
波
に
詳
し
い
人
は
す
ぐ
思
い
当
た
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
ち
ら
に
は
わ
か
ら
な
い
。
小
波
自
伝
の
『
我
が
五
十
年
』「
二
人
の
妹
」
に
よ
る
と
、
妹
の
菊
枝
の
夫
が
海
軍
の
軍
医
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
あ
る
い
は
と
思
う
が
わ
か
ら
な
い
。
小
波
の
父
、
巌
谷
一
六
は
ま
ず
田
鶴
と
結
婚
し
、
立
太
郎
、
か
ね
の
一
男
一
女
を
授
か
っ
た
が
、
田
鶴
と
離
縁
し
、
立
太
郎
は
一
六
の
も
と
に
残
り
、
か
ね
は
田
鶴
に
引
き
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
八
重
と
再
婚
し
、
八
重
に
は
連
れ
子
の
お
榮
が
い
た
。
そ
れ
か
ら
辧
次
郎
、
幽
香
、
三
千
尾
の
一
男
二
女
を
生
む
。
そ
し
て
小
波
を
生
ん
で
す
ぐ
大
病
で
八
重
は
死
ぬ
。
一
六
の
三
度
目
の
妻
、
茂
登
は
瑤
芝
子
(よ
し
こ
)、
菊
枝
、
春
生
、
冬
生
の
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二
女
二
男
を
生
ん
で
い
る
。
可
能
性
を
考
え
る
と
、
か
ね
、
榮
、
幽
香
、
三
千
尾
、
瑤
芝
子
、
菊
枝
と
六
人
も
い
る
の
だ
。
と
も
か
く
ご
存
知
の
方
ご
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。
『
エ
ス
事
典
』
の
刊
行
の
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
あ
や
ふ
や
な
情
報
を
並
べ
立
て
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
長
年
の
宿
題
な
の
だ
が
、
一
人
で
抱
え
込
む
よ
り
、
大
勢
で
か
か
っ
た
方
が
よ
い
と
考
え
た
。『
エ
ス
事
典
』
で
高
尾
と
関
わ
っ
た
人
名
で
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
森
本
二
泉
、
難
波
金
之
助
、
高
瀬
嘉
男
な
ど
は
『
日
本
口
演
童
話
史
』
に
も
名
前
が
見
受
け
ら
れ
る
、
口
演
童
話
運
動
に
も
関
わ
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
各
守
備
範
囲
は
し
っ
か
り
掘
り
下
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
よ
り
学
際
的
な
交
流
で
こ
れ
か
ら
も
楓
蔭
高
尾
亮
雄
の
足
取
り
を
辿
り
た
い
。
参
考
・
引
用
文
献
巌
谷
小
波
『
我
が
五
十
年
』
一
九
二
〇
、
東
亜
堂
巌
谷
大
四
『
波
の
跫
音
│
巌
谷
小
波
伝
』
一
九
七
四
、
新
潮
社
内
山
憲
尚
編
『
日
本
口
演
童
話
史
』
一
九
七
二
、
文
化
書
房
博
文
社
奥
村
林
蔵
「
高
尾
亮
雄
氏
が
な
く
な
ら
れ
た
」『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
LA
R
E
V
U
O
O
R
IE
N
T
A
』
第
三
十
三
年
第
六
号
、
一
九
六
五
年
六
月
一
日
、
(財
)日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典
編
集
委
員
会
編
『
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典
』
全
五
巻
、
一
九
九
七
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
柴
田
巌
・
後
藤
斉
編
『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
人
名
事
典
』
二
〇
一
三
、
ひ
つ
じ
書
房
高
尾
亮
雄
「
お
伽
芝
居
『
う
か
れ
胡
弓
』
の
脚
本
を
記
録
し
て
お
く
に
就
て
」
初
出
、『
子
供
の
世
紀
』
一
九
二
九
年
一
月
〜
五
月
、『
大
阪
お
伽
芝
居
事
始
め
│
「
う
か
れ
胡
弓
」
回
想
と
台
本
│
』
所
収
、
一
九
九
一
、
関
西
児
童
文
化
史
研
究
会
高
尾
亮
雄
「
お
伽
芝
居
と
私
」『
文
藝
畫
報
』
第
三
号
、
一
九
一
二
年
三
月
高
尾
亮
雄
著
・
堀
田
穣
編
『
大
阪
お
伽
芝
居
事
始
め
│
「
う
か
れ
胡
弓
」
回
想
と
台
本
│
』
一
九
九
一
、
関
西
児
童
文
化
史
研
究
会
高尾亮雄、伝記上の修正いくつか
(19)112
「高
尾
楓
蔭
未
亡
人
の
孤
影
」『
週
刊
北
摂
朝
日
』
第
九
九
五
号
、
一
九
七
二
年
六
月
十
一
日
武
内
善
信
「
高
尾
楓
蔭
小
論
│
初
期
社
会
主
義
と
お
伽
芝
居
│
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
一
五
〇
号
、
一
九
九
六
年
三
月
、
大
阪
歴
史
学
会
永
見
克
也
「
大
阪
三
越
と
高
尾
楓
蔭
」『
船
場
』
第
五
号
、
一
九
六
九
年
八
月
一
日
、
船
場
の
会
堀
田
穣
「
高
尾
亮
雄
と
女
た
ち
│
菅
野
ス
ガ
・
三
笠
万
里
子
・
古
屋
登
世
子
」『
人
間
文
化
研
究
』
第
二
十
九
号
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
七
日
、
京
都
学
園
大
学
人
間
文
化
学
会
堀
田
穣
「
高
尾
亮
雄
と
そ
の
仕
事
」『
大
阪
お
伽
芝
居
事
始
め
│
「
う
か
れ
胡
弓
」
回
想
と
台
本
│
』
一
九
九
一
、
関
西
児
童
文
化
史
研
究
会
峰
芳
隆
「
高
尾
亮
雄
(一
八
七
九
〜
一
九
六
四
)
種
を
ま
い
た
人
び
と
(七
)」『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
LA
R
E
V
U
O
O
R
IE
N
T
A
』
第
八
十
一
巻
第
七
│
八
号
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
、
(一
財
)日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
茜
「
高
尾
楓
蔭
未
亡
人
の
孤
影
」『
週
刊
北
摂
朝
日
』
第
九
九
五
号
、
一
九
七
二
年
六
月
十
一
日
、
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
『
週
刊
北
摂
朝
日
』
が
か
な
り
地
域
限
定
の
ミ
ニ
コ
ミ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
コ
ピ
ー
の
み
で
原
本
を
見
て
い
な
い
。
保
管
さ
れ
て
い
る
図
書
館
も
少
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
の
で
、
画
像
(資
料
一
)と
し
て
収
録
し
て
お
く
。
研
究
に
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
(20) 111
(資料一)
